
島根大学学生団体　課外活動報告書

別紙の記入要領を参照の上ご記入ください。

活動目的

団体の結成目的や活動の目的・目標などを記載してください。

本団体は、ボルダリングを通じて身体能力・判断力・集中力を高めるとともに、
体力向上や精神的リフレッシュを図り、学生同士が協力しながら挑戦する姿勢と
仲間との絆を育むことを目的とする。また、地域のクライミングジムで活動する
ことで、社会人や子どもなど幅広い利用者と同じ環境でスポーツに取り組み、地
域のスポーツコミュニティの一員としての意識を育てる。さらに、部員の中には
ジムでのアルバイトを通して地域の方々と関わる者もおり、大学生として地域に
貢献する姿勢を養うことを目指している。これらの活動を通じて、SDGsの目標
（3.すべての人に健康と福祉を、11.住み続けられるまちづくりを）にもつなが
ると考えている。

Ⅰ．前年度の活動内容について記載してください。
①通常の活動
本団体は、週1回（火曜日）を基本として地域のクライミングジムで練習を行
い、技術向上と体力づくりに取り組んでいる。授業やアルバイトとの両立を図り
ながら、各自が目標課題を設定し、主体的に練習を進めている。クライミングは
個人競技であるため、集中して課題に打ち込む部員もいれば、仲間と交流しなが
ら楽しむ部員もおり、それぞれが自分のペースで活動している。
 活動には毎回施設利用料が必要であり、学生料金が設定されている曜日が限ら
れているため、経済的な負担が生じやすい状況にあった。より多く練習したい部
員にとっては活動機会が制限されることもあり、継続的な参加が難しくなるとい
う課題があった。
 こうした状況を改善するため、前年度後半から地域の施設と協力し、学生が利
用しやすい環境づくりに取り組んできた。その結果、活動日を週2日に増やすこ
とができ、通常営業日以外の時間帯にも練習できる機会が生まれた。これによ
り、部員がより継続的に練習に取り組める環境が整いつつある。
 また、年2回の部内コンペ「SUFCC CUP」を開催し、部員同士が互いに刺激
し合いながら成長できる機会を設けている。これらの取り組みを通じて、技術向
上だけでなく、挑戦する姿勢や問題解決力を養うことを目標として活動してい
る。

※この報告書は、学生支援課のHP
を通じて学外にも公開されるとと
もに、サークル棟の継続使用の判
断材料として利用されます。

団体情報

団体番号 38
団体名 フリークライミング部

所属人数（前年度） 32



活動報告

活動内容

➁社会や地域貢献
本団体は、地域のクライミングジムを主な活動拠点としており、一般利用者や常
連のクライマーの方々と自然に交流しながら練習を行っている。学生が多く利用
する曜日には、ジムのSNSに学生の活動の様子が紹介されることもあり、地域ス
ポーツ施設の活性化に寄与していると考えられる。
 また、前年度からはジムのご厚意により、通常営業日以外の時間帯に学生のみ
で利用させていただく機会を得ており、その際には施設の清掃や片付けを丁寧に
行っている。地域の民間施設を大切に扱い、“使わせていただいている”という意
識を持って活動することで、学生としての責任感や公共心が育まれている。
 部員の中にはジムでスタッフとして勤務している者もおり、一般利用者や子ど
もたちに対して安全面のサポートを行うなど、地域のクライミング環境を支える
役割も担っている。こうした日常的な関わりを通じて、地域社会とのつながりを
深め、スポーツを通じた地域貢献を実践している。

➂その他アピールできること
本団体は、個人負担が大きくなりやすい競技環境の中でも、部員同士が協力しな
がら活動を継続している。施設利用料や用具の準備など、学生にとって負担とな
る要素が多い中でも、部員は主体的に練習に取り組み、技術向上や体力づくりを
続けている。
 前年度後半には、地域の施設と協力しながら活動環境の改善に取り組み、活動
日を増やすことや、学生が利用しやすい環境づくりを進めてきた。これらの取り
組みは、学生自身が課題を見つけ、解決に向けて行動する姿勢を育む機会となっ
ている。
 年2回の部内コンペを開催により、互いに刺激し合いながら成長する文化が形
成されている。クライミングを通じて、挑戦する姿勢、継続力、協調性、問題解
決力など、数値では表しにくいが重要な力が身についており、大学教育の一環と
しても大きな意義を持つと考えている。
 



収支報告 収入

支出

差引収支 ¥44,346 次年度への繰越金
※年間の収支を記入してください（昨年4.1~今年3.31）

その他 ¥113,531 遠征
支出合計 ¥1,164,520

交際費 ¥79,100 新入生歓迎会、送別会など
交通費 ¥0

大会等参加費 ¥150,329 コンペティション参加代など
広報活動費 ¥0

備品等購入費 ¥0
施設等利用料 ¥821,560 Kクライム利用料金

その他 ¥1,053,075 個人負担額（部費ではない）
収入合計 ¥1,208,866

寄付金 ¥0
スポンサー収入 ¥0

サークル援助金（学推会より） ¥15,000
活動・イベント収入 ¥0

入部(会)金 ¥28,000 2000円／人（年額）
部(会)費 ¥60,000 4000円／人（年額）

繰越金 ¥52,791

Ⅱ．活動実績
2025.5月：GRIP MEET（中規模一般コンペ）＠CRUX OSAKA
6月：第1回 SUFCC CUP（部内コンペ）＠Kclimb
7月：SUMMER CUP（中規模一般コンペ）＠Stance
8月：第3回 Mwall ミニコンペ（小規模一般コンペ）＠Mwall
9月：9th Anniversary Competition（中規模一般コンペ）＠Climbing park
       HOME
10月：千酌シーサイドボルダーコンペ＠旧千酌小学校体育館
   第2回 SUFCC CUP（部内コンペ）＠kclimb
12月：第4回 Mwall ミニコンペ最終戦（小規模一般コンペ）＠Mwall
2026.2月：卒業コンペ（部内コンペ）＠Kclimb

金額（円） 備考（内容等）



※経済的支援だけでなく施設利用などの要望でも構いません。なお要望には具体的な理由もお書きください。

希望する支援や要望事項※

大学に対する支援や要望

本団体は、活動に必要な施設利用料や用具の準備
に個人負担が大きくかかる競技で、継続的な参加
が難しくなる部員もいる。学生が活動を続けられ
るよう、活動費の一部を補助していただけると大
変助かる。特に、施設利用料や消耗品（チョーク
等）に対する支援があると、部員の負担軽減につ
ながり、活動の継続性が高まると考えている。

学外の団体等への要望

地域のクライミング施設には、日頃から練習の場
を提供していただき感謝している。今後も学生が
継続してスポーツに取り組めるよう、利用しやす
い時間帯の確保や、安全面でのサポートを引き続
きお願いしたい。
また、学生が地域の一員として責任を持って活動
できるよう、施設側と協力しながら清掃やマナー
向上に努めていきたいと考えている。


